
〔
第
86
回
〕　

龍
仙
寺
の
勧か

ん

孝こ
う

悌て
い

碑ひ

⑦

　

江
戸
幕
府
編
纂
の
善
行
集
『
官か

ん

刻こ
く

孝こ
う

義ぎ

録ろ
く

』
は
、
老ろ

う

中じ
ゅ
う

松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

の
布ふ

達た
つ

に
よ
り
編
集
さ
れ
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
松
平
定
信
は

江
戸
時
代
の
三
大
改
革
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
「
寛か

ん

政せ
い

の
改
革
」
の

エ
ー
ス
と
し
て
登
場
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
多
く
の

改
革
を
断
行
し
た
。
彼
が
登
場
す

る
前
政
権
を
担
当
し
た
老
中
田た

沼ぬ
ま

意お
き

次つ
ぐ

の
政
治
は
、
賄わ

い

賂ろ

を
横
行
さ

せ
て
士し

風ふ
う

を
退
廃
さ
せ
、
荒
地
の

増
大
と
農
村
の
荒
廃
、
没
落
農
民

の
都
市
流
入
、
米
価
高こ

う

騰と
う

に
よ
る

打
ち
毀こ

わ

し
、
さ
ら
に
百
姓
一い

っ
き揆
が

頻ひ
ん

発ぱ
つ

し
た
。
松
平
定
信
は
荒
廃
し

た
農
村
を
復
興
す
る
た
め
と
社
会

秩
序
の
回
復
の
施
策
を
数
々
と
打

ち
出
し
、
綱こ

う

紀き

の
粛し

ゅ
く

正せ
い

、
都
市
秩

序
の
維
持
、
幕
府
財
政
の
立
て
直

し
が
は
か
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は

寛
政
異い

学が
く

の
禁き

ん

で
あ
る
。
儒じ

ゅ

学が
く

は

儒
教
と
し
て
早
く
か
ら
我
が
国
に

入
り
、
江
戸
時
代
に
は
為
政
者
の

学
問
、
庶
民
教
化
の
学
問
と
な
っ

て
お
り
、
儒
教
の
社
会
に
お
け
る

影
響
は
大
き
か
っ
た
。
寛
政
異
学

の
禁
と
は
、
儒
学
の
中
で
、
朱し

ゅ

子し

想
と
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
『
官
刻
孝
義
録
』
は

孝
行
者
の
具
体
相
を
示
し
て
民
衆

の
風
俗
教
化
の
模
範
と
な
る
よ
う

寛
政
改
革
の
一
環
と
し
て
編
纂
し

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
官

刻
孝
義
録
』
の
「
凡は

ん

例れ
い

」
の
な
か

で
「（
前
略
）
一
時
の
褒ほ

う

美び

あ
り

と
い
へ
と
も
、
人
に
を
し
へ
示
す

へ
き
事
な
ら
ね
ハ
省は

ぶ

き
て
記
す
」

と
あ
っ
て
、
表
彰
さ
れ
た
者
で

あ
っ
て
も
、
民
衆
教
化
の
手
本
と

な
ら
な
い
事
例
は
除
外
す
る
と
い

う
基
本
方
針
で
あ
っ
た
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

 

横
田　

禎
昭

学が
く

の
み
を
正
学
と
み
な
し
て
他
の

学
派
を
禁
止
し
た
令
で
あ
る
。
他

方
、
幕
府
よ
り
早
く
藩
レ
ベ
ル
で

朱
子
学
正
学
派
を
推
進
し
て
い
た

の
が
、
広
島
藩
の
頼ら

い

春し
ゅ
ん

水す
い

で
あ
っ

た
。
春
水
は
広
島
藩は

ん

儒じ
ゅ

に
な
る
や

藩
の
学
制
を
朱
子
学
に
一
新
し
、

一
方
、
江
戸
に
お
い
て
は
白
川
藩

に
入に

ゅ
う

部ぶ

直
前
の
松
平
定
信
に
献
策

し
た
。
朱
子
学
正
学
派
の
考
え
方

は
、
儒
学
の
中
で
は
朱
子
学
が
士し

風ふ
う

粛
正
、
風
俗
教
化
に
最
適
な
思

『芸備孝義伝』（『広島県史 近世２』より）

有価物収集は
　有価物（新聞・雑誌、ダンボール、衣類、ビン・缶・金属類）は、
再資源化等のため、品目別に順番に収集しています。
　すでに収集が終わっている品目は、後から出さないでください。み
なさんのご協力が必要です。

環境センターへの自己搬入
　年始は、１月４日㈫から平常どおり業務を開始します。
　大変込み合いますので、時期をずらすなどご協力をお願いします。
また、ごみステーションに出す要領で分別のうえ、持ち込んでください。
受付時間　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時～11時30分、午後１時～３時30分【時間厳守】

庭木を剪定したら
　剪定した枝は50cm以下に切って、30cm以下に束ねて搬入してくだ
さい。小さな枝、草や葉は中身の見える袋に入れて搬入してください。

府中町環境センター（府中町八幡４丁目1-1）　☎286-3266

午前８時30分までに
 ごみステーションに出してください。

１/10
（月/祝）

北部 普通ごみ　　　　【月・木曜日地区】

南部 有価物（新聞・雑誌、ダンボール、衣類、
ビン・缶・金属類）　　【月曜日地区】

２/11
（金/祝）

北部

埋立ごみ・有害ごみ
【第２回目金曜日地区】

ペットボトル・紙パック・白色トレイ
【第２金曜日地区】

大型ごみ【浜田本町・宮の町４～５丁目】
※有価物は収集しません。

南部 普通ごみ【火・金曜日地区】

※環境センターへのごみの持ち込みは受け付けていません。

正しいごみ出しにご協力を

ごみの 特 別 収 集
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